
赤ちゃんの入浴
赤ちゃんの入浴は、体を温めたりリラックスするというよりは、肌を清潔にすることが

目的です。赤ちゃんの体に負担がかからないように、５～１０分くらいで切りあげるよう
にしましょう。

【お湯の温度の目安】
夏・・・・３８℃
冬・・・・４０℃

【室温】
２０℃以上に保つ

【その他の注意点】
・生後１か月ぐらいまではベビーバスを使います。それ以降は、家族と一緒に
いれてかまいませんが、毎日新しいお湯にしましょう。
・授乳の直前・直後の入浴は避けましょう。
・入浴させる人は、爪を短く切りましょう。

【入浴を控えるとき】
・熱がある時(３７．５℃以上)
・機嫌が悪く元気がない時
・下痢をしている時

このような時は、顔・首すじ・耳
の後ろ・脇の下・お尻をきれいに
拭いてあげるとよいでしょう。

【入浴準備物品】

①ベビーバス

②洗面器

③沐浴布

④石けん

⑤バスタオル

⑥ガーゼハンカチ

⑦湯温計

⑧体温計

⑨オムツと着替え

(着替えは組んでお
くと便利)

⑩綿棒

⑪保湿剤
いろんなタイプがあるの
で、季節や赤ちゃんの肌
に合わせて選びましょう。

⑫爪切り

☆お熱について
直前によく泣いていたり、着ているもので熱が高く出ることもあります。
落ち着いてから、着物や掛物を調整した後にもう一度計ってみましょう。
それでもお熱があるときは体拭きにしましょう。
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入浴の手順
洗面器にきれいなお湯を入れてぬらし
ガーゼで顔を拭く。
目を拭くときは目尻から目頭に向けて
拭く。

赤ちゃんを裸にし、沐浴布で体を包み足
からゆっくりお湯に入れる。

１ ２

石けんで体を洗う(首、わきの下、股など丁寧に)。
洗い終わったら最後にかけ湯をかける。

４石けんで頭を洗う(ベビーバスに入れ
る前に洗っておいても良い)。

３

赤ちゃんの首とお尻を支
えて抱っこしましょう。
お湯に入れたらゆっくり
とお尻を支えていた手を
放します。

手と足は手のひらで包んでくるくると洗います。
足を洗う時はお湯の中に浸かったままでよいです。
背中は赤ちゃんが上を向いたまま洗ってもよいです。

かけ湯は顔を拭くときに使用したお湯か強すぎない
シャワーでもよいです。

1度拭いたらその都度
ゆすぐか面を変え、同
じ面で何度も拭いたり
反対の目を拭いたりし
ないようにしましょう。

墨田区



必要があれば綿棒で耳と鼻の入り口をや
さしくふく。

おむつをつけ、衣類を着せる。全身の水分をよくふき取り、おへ
そが乾いていなければ消毒する。

８７

６

おへその消毒は、
各病院の指導方法に合わせて
行ってください。

赤ちゃんが欲しがるようなら授乳をしま
しょう。さ湯ではなく、おっぱいやミルク
など通常の授乳をしましょう

５
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・最初は顔、頭から足にむかって洗っていく。
・顔を拭くとき(特に目)は１回拭くごとに面を変えるか、ゆすいでから拭く。
・しわになっている部分をしっかりあらう。
・背中はひっくり返して洗わなくてもよい。
・一番大切なのは安全に沐浴をすること。
無理な体勢で行わないように沐浴をする場所を事前に検討しておく。
(キッチンのシンク、洗面所、お風呂場など)

出産準備クラスなどを受けられなくて「できるかな」となんとなく不安になった
り、いざやってみたら初めてのことにドキドキしたり、最初は慣れないと思いま
す。出産した病院で沐浴指導があると思います。そこで初めて指導を受けてから
でも遅くはありません。

毎日やっていくことで必ず慣れていくので、焦らずやりながら自分がやりやすい
方法を見つけていってください。

赤ちゃんの入浴（沐浴）のポイント
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